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受章・受賞された皆さんおめでとうございます

秋の叙勲･危険業務従事者叙勲
法務大臣表彰

瑞宝単光章
【消防功労】

松田 正
ま さ み

美 さん

(相去町・80歳)

　昭和37年に北上市消防団に入団し、約37年間にわたり豊富な経
験と人望で、消防団発展に貢献しました。有事の際には率先して災
害の防御にあたり、平成５年に発生した立花地区の山林火災では、
消火用の水を現場に送るため北上川からホースをつないでポンプで
水を送り、早期の消火に尽力。受章について｢先輩たちの指導のた
まもの。ありがたく思っている｣とにこやかに語っていました。

瑞宝単光章
【消防功労】

佐藤 章
しょうじ

司 さん

(相去町・74歳)

　昭和46年に北上市消防団に入団。約40年間にわたり、責任感を
持ち率先して消防活動に従事し、日夜消防団発展のため献身的に活
動しました。平成18年に発生した和賀町後藤の産業廃棄物処理施
設の火災では、黒煙が上がる現場で約３日間にわたり消火用の水の
確保などを行い、消火を支援。受章について聞くと｢うれしく思う。
今後、若い人たちに地域を守っていってほしい｣と話していました

　政府は、｢平成29年秋の叙勲｣・｢第29回危険業務従事者叙勲｣受章者、｢法務大臣表彰｣受賞者をそれぞれ発
表しました。
　叙勲は、長年にわたりさまざまな分野で社会に貢献された人に、また、法務大臣表彰は人権擁護と人権思
想の普及高揚に貢献された人に贈られるものです。

－秋の叙勲－

　
～
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
～

　
市
は
、
10
月
に
満
百
歳
を
迎
え
た
５
人
に
祝
い
状
と

記
念
品
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
菅
原
久

き
ゅ
う
い
ち一
さ
ん(

鬼
柳
町)

は
大
正

６
年
10
月
14
日
生
ま
れ
。
26
歳
で
故

ト
キ
さ
ん
と
結
婚
し
、
子
４
人
、
孫

９
人
、
ひ
孫
８
人
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
13
年
に
軍
に
召
集
さ
れ
、

仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
で
野
戦
病
院
に
勤

務
し
、
除
隊
後
に
帰
郷
。
そ
の
後
は

大
工
と
し
て
仕
事
に
励
み
ま
し
た
。

　
百
歳
を
迎
え｢

皆
さ
ん
に
祝
っ
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す｣

と
に
こ
や
か
に
語
り
ま
し
た
。

家族らに囲まれる久一さん(前列中央)

　
平
野
秀ひ

で

こ子
さ
ん(

口
内
町)

は
大
正

６
年
10
月
９
日
生
ま
れ
。
20
歳
で
故

一い

ち

じ二
さ
ん
と
結
婚
し
、
子
４
人
、
孫

10
人
、
ひ
孫
12
人
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
好
き
で
、
高

校
野
球
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
な
ん

で
も
観
る
そ
う
で
す
。

　
百
歳
を
迎
え｢

も
っ
と
若
い
と

思
っ
て
い
た
。
知
ら
な
い
う
ち
に
百

歳
に
な
っ
て
い
た｣

と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

花束を持つ秀子さん

祝
・
百
歳　
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瑞宝単光章
【専門工事業務功労】

西塚 保
たもつ

 さん

(村崎野・68歳)

　昭和41年から建設関係の業務に従事。溶接の技術に秀でており、
茨城県の鹿島スタジアムの照明鉄塔工事や東北横断自動車道(釜石
道)の橋梁工事など、県内外問わず多くの困難な工事を施工しまし
た。また、次代を担う後進の育成にも尽力。安全に工事を行うこと
や、社員同士のコミュニケーションを取ることを大切にしてきたそ
うです。受章について｢身に余る光栄です｣と笑顔で語っていました。

人権擁護委員

葛西 洋
よ う こ

子 さん

(中野町・75歳)

　平成18年から国民の基本的人権を守るための人権擁護委員とし
て、さまざまな相談・活動に携わっている葛西さん。永年の活動が
認められ、今回の受賞となりました。相談内容は多岐にわたるため、
｢法律に精通していないと大変なことも多いが、地域内の委員や家
族の支えがあり、今まで続けてこられた｣と言います。｢相談に訪れ
た人が来てよかったと言ってくれるとうれしい｣と話していました。

－法務大臣表彰－

　昭和43年に北上市消防士として入職し40年間にわたり、温厚な人柄と積極的な
実践力で地域の安全・安心に貢献。出動の際は二次災害を起こさないよう、自身
はもちろん、職員の安全にも配慮を怠らなかったそうです。また、県内初の女性
消防士が採用された際には上司として指導に携わるなど、現在では欠かせなくな
った女性消防士の育成に尽力しました。受章について｢地域の人たちや消防関係者
の皆さんのおかげ。協力してもらった家族にも感謝している｣と語っていました。

－危険業務従事者叙勲－

－秋の叙勲－

　
平ひ

ら

が賀
ミ
ヨ
さ
ん(

常
盤
台)

は
大
正

６
年
10
月
23
日
生
ま
れ
。
妙

み
ょ
う
と
う
桃
寺
に

嫁
ぎ
、
子
６
人
、
孫
９
人
、
ひ
孫
７

人
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
で
も
タ

ク
シ
ー
に
乗
っ
て
買
い
物
や
美
容
院

に
出
か
け
、
家
事
も
す
べ
て
ご
自
身

で
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
朝
５
時
に
起
き
、
ご
本
尊
な
ど
を

拝
む
こ
と
が
日
課
。｢

『
日ひ

び

こ

れ

こ

う

日
是
好

日じ
つ

』
を
大
事
に
過
ご
し
て
い
ま
す｣

と
は
き
は
き
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

祝い状を持つミヨさん

　
佐
々
木
ハ
ツ
ヨ
さ
ん(

和
賀
町
岩

崎)

は
大
正
６
年
10
月
15
日
生
ま

れ
。
16
歳
で
故
正

た
だ
し

さ
ん
と
結
婚
し
、

養
子
と
し
て
義
和
さ
ん(

73
歳)

を
迎

え
、
孫
２
人
、
ひ
孫
５
人
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
農
業
を
営
む
か
た
わ

ら
、
皇
居
へ
清
掃
な
ど
の
奉
仕
活
動

に
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
義
和
さ
ん
は｢

働
き
も
の
の
母
。

他
の
人
の
模
範
に
な
る
よ
う
生
き
て

ほ
し
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

花束を持つハツヨさん(前列中央)

　
鈴
木
茂
夫
さ
ん(

相
去
町)

は
大
正

６
年
10
月
15
日
生
ま
れ
。
31
歳
で
ミ

ヨ
さ
ん
と
結
婚
し
、
子
３
人
、
孫
５

人
、
ひ
孫
９
人
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
満
州
に
派
遣
さ
れ
抑
留
を
経
験

し
、
帰
郷
後
は
農
業
に
従
事
。
今
も

天
気
の
い
い
日
は
植
木
の
手
入
れ
や

草
取
り
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
長
生
き
の
秘
訣
は
、
朝
晩
の
う
が

い
と
体
操
。｢

野
菜
を
育
て
る
の
が

楽
し
み｣

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

花束を持つ茂夫さん(前列中央)

瑞宝単光章
【消防功労】

小笠原 正
ま さ み

見 さん

(小鳥崎・68歳)


